
    

令和４年度 胃がん（X 線検査）検診精度管理調査結果＜個別検診＞ 
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がん検診ÿ胃がん・X線Āチ·ックリスト0項目別実施率

ÿ0受診者へ~説明ÿ検診~際1あ»い�そ¼に先立って受診者全õに対して行う説明Ā
(1) 要精密検ÿxzs�場合{�1必z精密検ÿ²受け»必要|あ»こx²明確{説明wまw�{

(2)

精密検ÿ~方法{tいv説明wまw�{
ÿ胃部¸ックス線検ÿ~精密検ÿxwv�胃内視鏡検ÿ²行うこx1及び胃内視鏡検ÿ~概要z
yĀ

(3)

精密検ÿ結果�^区町村{へ報^y»こx1ま�他~医療機関{精密検ÿ²ß頼w�場合�1検診
機関|そ~結果²共有y»こx²説明wまw�{※
0※精密検ÿ結果�1個人~同意|zくv²1^区町村や検診機関{対wv提供ÿ能ÿ個人情報保
護法~例外事項xwv認±¹¼vいまyĀ

(4)

検診~有効性ÿ胃部¸ックス線検ÿ{¸»胃|³検診�1{亡率減少効果|あ»こxĀ{òえv1
|³検診w必z|³²見tけ¹¼»わけw�zいこxÿ偽陰性Ā1|³|zくv²|³検診~結果
|<陽性=xz»場合²あ»こxÿ偽陽性Āzy1|³検診~欠点{tいv説明wまw�{

(5)

検診受診~継ÿÿ隔年※Ā|重要wあ»こx1ま�1症状|あ»場合�医療機関~受診|重要wあ
»こx²説明wまw�{
0※��w当分~間1胃部¸ックス線検ÿ{tいv�1年1回受診wv²ÿwoえあºま{³2

(6) 胃|³|わ|ÿ~|³{亡~上O{O置y»こx²説明wまw�{

Ā0問診1胃部¸ックス線撮影~精þ管理

(1)

検診項目�1問診{òえ1胃部¸ックス線検ÿ※xwまw�{
0※受診者|1胃部¸ックス線検ÿま��胃内視鏡検ÿ~う�1胃部¸ックス線検ÿ²選択w�場
合

(2) 問診�現�~症状1既ß歴1家ï歴1過去~検診~受診状況{²聴×wまw�{

(3) 問診�録�少zくx²５年間�保存wvいまy{

(4)

胃部¸ックス線撮影~機~~種類²仕様書※w明¹{{w1撮影機械~ÿ準�日本消W~|³検診
学_~定±»仕様 ÿ準注1²満�wvいまw�{
   ※仕様書x�委託S^区町村x~Y約時{提ûy»書類~こxwyÿ仕様書以外w²_¹{~�
w委託S^区町村{報^wvい¼�¸いĀ2

(5)

胃部¸ックス線撮影~枚数�最低8枚※xw1仕様書{²撮影枚数²明�wvいまw�{※※
0※7枚~場合�本調ÿw�×x回�wvく�さい2
0※※¼施設ÿ²wく�医�_{Ā|仕様書{最低8枚x明�w1{t1¼施設|仕様書内容²遵
Ûwvい»場合{○x回�wvく�さい2

(6)

胃部¸ックス線撮影~体O及び方法�日本消W~|³検診学_~方式注1{¸»²~xw1仕様書
{体O及び方法²明�wvいまw�{
0※¼施設ÿ²wく�医�_{Ā|仕様書{明�w�撮影方法・体O|学_方式{準xvzº1
0000{t1¼施設|仕様書内容²遵Ûwvい»場合{○x回�wvく�さい2

(7)

胃部¸ックス線撮影{zいv1造影v~使用{当�sv�1そ~濃þ²適切{ÿ180～220W/V%~
高濃þĀリ¶ム1120～150mlxy»Ā保txx²{1副作用{~事故{注意wvいまw�{
0※造影v~濃þ管理及び副作用防k体制整備~両方|実施さ¼vい¼�○x回�wvく�さい2

(8)

胃部¸ックス線撮影{携わs�技��1日本消W~|³検診学_|認定y»胃|³検診専門技�~
資格²×得wvいまw�{※
0※撮影技�|不�w医�|撮影wvい»場合�回�不要wy2
         回�欄{ÿイフンÿ-Ā²入力wvく�さいÿ空欄{wzいwく�さいĀ2

(9)

自治体や医�_{{¹求±¹¼�場合1胃部¸ックス線撮影{携わs�技�~全数x日本消W~|
³検診学_認定技�数²報^wまw�{※
0※撮影技�|不�w1医�|撮影wvい»場合1ま�今年þ特{報^²求±¹¼z{s�場合�
回�不要wy2
00 回�欄{ÿイフンÿ-Ā²入力wvく�さいÿ空欄{wzいwく�さいĀ2

ā0胃部¸ックス線読影~精þ管理
(1)

自治体や医�_{{¹求±¹¼�場合1¯影医全数x日本消W~|³検診学_認定医数²wく�総
合認定医数²報^wまw�{

(2)
¯影�二重¯影xw1ß則xwv判定医~一人�日本消W~|³検診学_認定医²wく�総合認定
医ww�{

(3) 必要{ßxv過去{撮影w�¸ックス線写真x比較¯影wvいまw�{

(4) 胃部¸ックス線画ß�少zくx²5年間�保存wvいまy{

(5) 胃部¸ックス線{¸»検診結果�少zくx²5年間�保存wvいまy{

Ă0システムとして~精þ管理

(1)

受診者へ~結果~通÷・説明1ま��そ~�±~^区町村へ~結果報^�1遅くx²検診受診後4
週間以内※{zさ¼まw�{
0※^区町村²Ïwv受診者{結果²通÷y»場合�1^区町村{遅くx²4週間以内{通÷wv
い¼�〇wy2

(2)

|³検診~結果及びそ¼{関わ»情報※{tいv1^区町村や医�_{{¹求±¹¼�項目²全v
報^wまw�{
0※w域保健・健康ß進事業報^(注2Ā{必要z情報²gwまy2

(3)

精密検ÿ方法及び1精密検ÿÿ治療Ā結果※ÿ内視鏡診断や生検結果1内視鏡的治療ま��外科k
Û所見x病理組織検ÿ結果zyĀ{tいv1^区町村や医�_{¹求±¹¼�項目~積極的z把握
{ú±まw�{
0※ w域保健・健康ß進事業報^{必要z情報²gwまy2

(4)

撮影や¯影向上~�±~検討_や委員_※ÿ自施設以外~胃|³専門家※※²交え�_Ā²設置w
vいまy{2²wく�1^区町村や医�_{|設置w�検討_や委員_{参òwまw�{
0※ 胃内視鏡w�1胃内視鏡検診運営委員_ÿî称Ā1²wく�そ¼{相当y»組織²gwま
y2

(5)

自施設~検診結果{tいv1要精検率1精検受診率1|³発見率1陽性反ß適中þ{~プロセスg
標t²把握wまw�{※

0※ ・本調ÿw�令和Ā年度のプロセス指標値{tいv回�wvく�さい2
          ・¼施設単þw算ûw}zいg標t�1自治体{x連携wv把握wvく�さい2ま�自治体
{|集計w�g標t²後{¹把握y»こx²ÿ
              wy2

(6)

プロセスg標tやチ·ックリスト~遵Û状況{ÿuいv1自施設~精þ管理状況²評価w1改善{
向け�検討²行svいまy{2あ»い�1都道府県~生活習慣病検診{管理g導協議_1^区町
村1医�_{{¹g導・助言{|あs�場合�1そ¼²参考{wv改善{ú±まw�{
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ÿ 受診者への説明

97.7 

96.2 

99.2 

96.2 

96.2 

93.1 

98.5 

49.5 

79.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

2 問診、胃部エックス線撮影の精度管理
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ā 胃部エックス線読影の精度管理
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Ă システムとしての精度管理


